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牛肉輸入再開

森首相に要請
ウル
グ
ア
イ
大
統
領

森
自
朗
首
相
は
げ
口
、

ウ
ル

グ
ア
イのパ
ジェ
大
統
領
と
円

相
臼
邸
で
会
談
し

た
。

大
統制

Eてい1te

は
昨
年
ロ
月の
口
蹄
疫
発
生
以

降
、

日
本が
輸入
を
禁
止
し

て

い
る阿
国
の
牛
肉
につ
い
て

、

国
際限
疫機
関（
O
l
E）
で

口
蹄
自の
償
滅が
確認
さ
れ
た

乙
と
など
を
型
由
に輸入
の
再

開を
躍潤
し

た
。

一
組」
（和
敵山）
「
貨は・
党一
児
島）
ーー

など
だっ
た

。
一
示し
た
の
は
大
阪、
民
附の2一
堕別
であ
り、
他
地
万
に
幡宮一
趣
旨
は理
解で
き
る」
として一

一

在
脱
明
で
さ
な
い」
（
幽一

五、
建
に従う
努
を

百迎
で
、

誌は「
党
本部一
を
支て
は
い
け
ない
とい
う
一い
る。

一

「陶芸家Jになった
元首相

細号
JI If; もりひろ護照さん

〈
瞬
〉
の
l
字
が
目
を
引
い

た。「
大
引
な
乙
と
は 、
い
ま。

超
如
上
人の
『明
日
は
ご
ざ
な

く
そ
う
ろ
う』
も座
右の
銘で

ね。
で
な
い
と
、思

い切
り
よ

く生
さ
ら
れ
な
い。
多
毛
作人

生
は
無理
で
す」

ち
ま
た
で
は
「
明
日
があ
る

さ」
がヒッ
ト
中
な
ん
で
すが

ね
、

と
闘
い
た
ち
、

ま
るで
、

人生は多毛作がいい

鴻の充実に生きたい
り文
人の
それ
であ
る。

「あ
れ
は
本来
の自
分の
聾

で
は
な
かっ
た

。
戚
倣だっ
た

と思
い
ま
す
。

乙
れ
か
ちの
臼
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…
し

た
が
、

結
論
は
先
送
りさ
れ
た

。
医
蹴
目
的
で
の
来
日
を求
め

…
る
李
氏
に
対
し

て
、「

人
迫
上
の
間
出
旨」「
対
中
配
回」
の
両
立
を

…
迫
ら
れ
た政
府の
対
応
は
迷
走
し
、悩

乱
を突
い
て
中
間 、
台
間
は

台
湾の
李
登

輝前総
統
が
心
臓
検
査
を
目
的
に来
日
を
希
唱
し…
発
J
を
硬
化
さ
せ
た
。「
私
人」
李
民へ
の
ビ
ザ
発
給
の
足
非
は
、

査
証（ピ
ザ）
発
給
を
求
め
て
い
る問
題で
、政

府
の
詰
め
の
翻…
台
湾
問
題
と
い
う
日
中
関
係
に
深
く
刺
さっ
た
ト
ゲ
をど
う
すべ

般
がげ
臼
も
続
き
、

森
ロ
朗
首
相
と
河
野
洋
平
外
相
が
2
閉
会
談…
き
か
と
い
う
問
題
を
、

改
め
て
日
本
に
突
きつ
り

て
い
るι

交い
す
h
河
岸
宅
守
護
犬
犠・
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醐
口道県連が拒否

自

民党総
裁
出
の
地
方
予
仙一
の
で
は
な
く 、
圃
民
に分か
り

選
で
、

同
党
執
行
部
が
各
部
迫一
や
す
い
と思
い

、お
願
い
し

た」

府
以迎
に「
開
票
結
果
の
公
表一
と税
関
し

た。

は
お
臼
が
望
ま
し

い」
と
い
う一
し
か
し
、包

日
以
前
の
公
表

内
容の
通
達
を
出
し

た
乙
と
に一
を
予
定
す
る
地
方
の
多
く
は

対
レ
、包

日
以
前
の
公
表
を
予一
「
派
閥
の
論理」
（
鹿
児
島）

定
し

て
い
た却
迫
府
県
迎
の
う一
な
ど
と
批
判
的
に
受
防
止
め

ち
ロ
泊
県
連
が
、通

達
に
従
わ一
た

。毎
日新
聞の
取
材
に対
し
、

な
い
方
針
で
あ
る
乙
と
が
口一
兵
問
、

広
島
、

徳島
、

福
岡
の

口
、毎

日
新
聞
の
細
資
で
明
ら一
4
M
迎
、

北
如門店
、

円
孫
、

山

か
になっ
た。「
中央
集
倒
的
発一
形
、神奈

川
、石

川
、

制
疎
山
、

組
冠
ど
と
い
う
強
い
反
発
も一
愛
媛、
鹿
児
島
の
8
迫
叫
迎
が
－
火
ダ
ルマ
にな
り
倒
ね
て
な

出
て
お
り、通
述
が
鴫

部
で
は一
それ
ぞれ
別
、

辺臼
に予
定
通一
お 、
同
盟
板
に思
欲マ
ンマ
ン

「
逆
効川FE
なっ
た
形だ
。

一
り
公
ぷ
す
る
こ
と
を
明
』し
の
元
内
相
と迎っ

て
、

店
阿
を

市
田誠
件
明
良
は
げ
日

の
紀一
た。

一
回
に永
田
町

。湿
り
、神

奈
川

一

髪店見で
、通

述
につ
い
玄
で一
理
由
は
「
今
さ
ら
延
期
す一
－

m
河
原
の一時
で
ひ
と
り 、

一
さ
るだ
けル
1

ル
を
統一
す
る一
る
と苫
え
ば
、

ま
た
司閉
ざ
さ一
ロ
クロ
をひ
い
て
さ
た

。

の
が4
汚
い
い
と思
う

の
は
敏一
れ
た
自
民
党』
と
宮
わ
れ
る」一
山
京・
H
本
慌
の
尖
術
開

行
部
と
し

て
当
然
。

強
制
す
る一
（
花
海
道）
「
中
央指
権
的
発一
「
直
中
居」
で
初
の
個
展（
辺

臼
まで〉
を
聞
い
て
い
る。

「
友
人が
焼
き
物
を
やっ
て

い
て

、
な
か
な
か
楽
し
そ
う
な

も
の
で
す
か
ら
。

日
本
中
の
叩

近
い
無
を訪
ね
て
は
、

飛
び
込

み
で
弟
子
入
りさ
せ
て
も
らっ

た
りし
ま
し

た
。

『
しつ
こ

い

オッ
サ
ン
ゃ
な』
な
ん
て
3わ

李
登
輝前
総
統
ビ
ザ
問
題

ニコースの焦点� ”n
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れ
て
ね
。

カマ
荒ら
しっ

て
自

祢
し

て
まし
た
（
笑
い）
」

文
民
両
道
は
細川
家の
伝
統

であ
る。
茶の
湯
で
は
利
休の

高
弟・
細川三
斎
が
い
る。
小

井
戸、
信灘
、

白
部：：：
。

ど

の
茶
わ
ん
も
た
か
が
2
年
の
経

験
と
は
凪－えな
い
出
来
栄－えで

あ
る。
お
そ
るべ
し
D
N
A
。

「
で
も 、
作
陶
ま
で
し

て
た

の
は
い
ま
せ
ん
ね
。

土
乙
ね
か

ろ
は
じ
まっ

て、
か
な
りの
恐

労
働
で
す
よ
。あ

る意
味
で
禅

的
な
行為
の
所
産
と
し

て
の
陶

芸
で
す
ね 。
土
と
火
に向
き
合

っ
て
い
る
と、
叶
無
私』
の
境

地
に近づ
い
て
い
き
ま
す」

茶
わ
ん
と一
緒
に出
品さ
れ

て
い
る
A
も
味
が
あ
る。

己
停
じ
な
かっ
た

。

円相

就任前
夜の
服
には
武

仁
川刀
気
迫
を
見
た
が
、

第
わ
ん

を
愛
で
る
その
顔
は 、
すっ
か

熊
本
県
出
身。
元首
相

（
1
9
9
3年
8
月5
例

年
4
月）
。

個
盛
は
京
都

．
新
門
前の
「
内
尖
術

柳」
（
6
M
1
3
3
日）

で
も
。

m∞
説。

乃
は交
流…
盟国
主
市
務
所
で

一政
府
延
長け
た
の
は、
ピ

一
その

一

預か
り
状態。
「
巾
眉
を内
定一
ザ
発
給
が
「
内
向
が中国
の
制一
日
を中
わ

し
た
こ
と
が
逆
に
間組
を
こ
じ一
よ
の
不
可
分の4
部
であ
る
と一
蹴る。世情

喜
た」
と
の
内
部
批
判
が
、一

の中
思
議へ
の
理
解
と
時一
にお
い
が

竹内
か
ろ
も
出
た

。

一
回」
を
示
した
1
9
7
2年

の一
は
難レ

い

説 、
外
務
省
内

の
意
見
対一
日
中
共
同
声明
に
抵
触
す
るこ一
るか
ゑ

立
と
それ
に
続
く
出
迷。
E
要一
と
を
恐
れた
た
め
だ。
台
湾
と一

「（
告

ま変色処汚ぜコントコ1レ一D隅閥系ま停茨山口与野こ漫定一アピザ四
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しト｛f川1・N・！！Il－－←．

眠
治
を
象
徴し
て
い
るむ

一
ア太
平
侍
経
済
協
川
創
宮内A一
と
い
う金

女
ふ
た
つ
の
論
理

7
E
C）
に
李
氏
が
出
席
を
精一
はな
い
に

政
府
の
対
応
が
分
裂
状
態
に一
望
し
た
時
も
、

中
国
の
強烈
な一
会笛
弁明』

陥っ
た
誌
には 、
「
人
泊」

妄
発
で
立ち消
え
になっ
た

。一
刀
に
え

と「
対
中
関
係」

の
両立
へ
の
一
し
か
し 、
学
号、
誌
は一
留
民

予言事ると車早＋弘人。しか当主椅の的一草色

係
の
案
こ
か
か
わ
るか
高一

宮｝川
う
佼
ヒ
倍
、書

は
一

k込

凶だ
が、人
泊
間
胤も
々
回
し

－人
辺
よ

の
配
店
も
迫ら
れ
た。－
何野
川 ，

な
け
れ
ば
j：」
。

げU
の
参一「
人
闘
を
恒
ん
だ
ら
国
際
社
会一
幻
とし一

院
外交
防
衛寝
袋
で
、

河
野一
か
らど
っみ
ら
れ
る
均を
芝一
木い
京

外
相
2
2腐
れ
た。

一
る
さ
だ」
と
野
崎舗の
外
務一
w
訴
さ

李
氏
謀

議時
代の
紡
日
を
一
杓幹
部
は
語
る。

一

塁

ょ
う
と
い
つも
く
ろ
み
があっ
し

て
き
た」
と
話
す
が
、国

内

ての
こ
と。
火
引
場
泥
陣的
な
には
「
弱腰」
批
判
もあ
る。

意
図
は
火
を売
る
よ
り
明
ら
か
李
民
訪
日
が
盟
な
れ
ば
、

対
日

だ」
と
厳
七く
謹
告
し

た
。

協
調
盗第
は
も
た
な
く
な
る
と

大
臣
室
に乗
り込
み
、

李
民へ一

ビ
ザ
発
給
を
め
ぐっ

て
、

首一
や
し

た
街
膝
副
外
相
が
、

発給

のピ
ザ
発
給
決
断
を
河
野
洋
平一
相
官
邸
と
外
務
省
内
で
は
積
極
実
現
に
嗣
w
t
省
議
閣
躍を
画

外
相
に泊っ
た

。
発
給
に慎前二
派
、

似
田
派
が
入
り
乱
れ
た。一
節
吹右
脳
ぎ
ま
で
起
き
た叫

な
外
相
は
「
今
日は
も
う
時
間一
官
邸
で
は
森
自
朗
首
相
と
安一

」で
李氏
に
よ
る
申
前を
外
務
付

法ゆ
を括を打ち
切ゎ
花
t
望
者
麗副長宮
が容認－
比唱す
ず京
都」
と否
定ルた忍と

幅芸
逗
1
1

1．
3

さ
、

6
2H
菜、d
胃
長・JMtFk

bH出札
在
加速
し
に
。

家

、
ツ

害
対
す
る
と
い
う
認
に
必
勝

一

き
は同日
の
紀
行会
民
で

ddF
凶
B
h

李
A

台
で
は
筒
藤山側外
相
が容
認
論
一
日
本政
府
を
「
う
そつ
き」
と

臨也RB圃園園
田
、一一

一

園田
園
闘
で
ち
を
則
え
、

幹
部
ら
も一

言
大一
批
判
、

外
務
省
は
李
氏側
が
申

司
iM
圃
明司
鋭た

筋
で
同
調
し

た。
似品川
な
立制一
前
川
を
「
持
参
し

た」
と
の衣

潤
い
＼圃
明
ら
演
人

：
・一

一

軍
医
臼
防恥町

一眼
る
を
取
り
続
け
る
外
相

支
をだ一
割
に改
め
た

。
実
際
には
申
請

寂職髄輔園司1街え・・・・・
一－

機感砂
器

中
間
外
務
省
は

昔 、
午
前
に
出
て
き
た

。
霊
隠せ
ざ
る
を

h

a拡ト也河
裁
給
に北
京
で
、

午
後
は
県京
で
日
伺
な
い」。
口日
午
前
、

北京
。

炉

、
ア
飯
総
発
本
人
記者
を
集
め

乙
緊A一層
の
プ
中
国
外
務
省

の
日
本
担
当
者
は

dE間
以瞬発ザ

UH

圃F

a民
ピ

リ
1
フィ
ン
グ、

警
会見
を
顔
を
き
せ
た。一
方
、

同
日

h

JV
歯・
自
、

叫、防輔必圃たげ
i州内fiiれ掲

m
込山官

植
わを

ぷ－
－行真

一
μ

園
で
写

帽
京
の

司
由民
統

、
総
目前時間

���Ii 反
：叫す対

攻
勢

「
日
本政
府
の
肝っ
玉
は
ネ

ズ
ミ
よ
り小
さ
い」
「
日
本
は

（
中
国
に）

半世
紀も
い
じ
め

ら
れ
な
が
ら
、

まだ
主
権が
持

て
な
い」
「
日
本の
大
手
紙
は

午
能 、

都内
で
会
凶
レ

た
陳
他

・
駐
口
大
使
も「
認
さょ
、

訪

米
を
取
り
や
め
、

訪
日
を
明日
ん

だ
砲
山
は
、

（
総
総
選で
出
乱

十）
日
本の政
局
を
利
用
し

の
対
応
を厳

し主矧レた。

会
見
には
日
本の
メ
ディ
ア
も

招
か
れ
、

李
民は
中
国
語
と
日

本
語
を
使
い、
1
時
間加
分
に

わ
たっ
て
語っ
た

。一
部
に
病 エ

本で
す
か
？
大
変だ
と思
い

ま
す
。

彊
い
は
強
い
で
す」

文・
鈴
木
事
庖

写真・川田雅浩

ス
カー
レFE
－－
ト

教
科
九

岡越で
大
使
を－ …附

州
問さ
せ
た
時
間
と
却
な
り
、

中
国
は

裂抗
措
刊
を
取、り
はか

っ
た

。外
務

杓約一叫．
yu
は
「
中

日
関係の
火

山を考
え
、

自
制

任
後
も
、

訪
日
には
慎
唱
な
嬰

第を
取っ
て
き
た

。
叩
月
にフ

ォ
ー
ラ
ム
出
席
の
た
め
訪
日

問
題
が
浮
上
し

た
時
も
「
日

本
の
外
務
杓
も
閣
るだ
ろ
う
。

い
う

の
が

伺拘省の
本門だ
。

総
統
時
代
か
ら
何
度
も
訪
日

の
店
向
を一ポし

て
き

た
学
民の

「・糾何治
政
〉」
の
全
却
を中
間

側
は「
隠れ
み

の
EJ
加。

っ
た

。
それ
が一
転し
て、
日
本政

府
批
判
まで
し

てピ
ザ
発拾
を

求
め
るの
は
、

昨
年
は
日
本側

の立
場
に国
間
し

た
の
に、
心

日
本ー
の
対
応
厳
し
く
非
難

状の
深刻
さ
を
疑
ラ

戸も出
て

い
た
こ
と
か
ら
、

心
臓の
状
態

合
作制
に説明
し

た
。

李
氏は
昨
年
5
月の
総
統
氾

だ
れ
が
外
務
杓
をパ
ッ
ク
ア

シ
ブ
す
る
か
、

そ
の
あ
た
り

も
苛
え
てあ
げな
い
と」
と
述

べ
、

結
局
、ビ

ザ
中
前
は
口同法
あっ政 蹴るて府 泊。い は 鼠る 中 に、 ［幻 綬

とのつ
の餌た
い 色 今
主誓型
ち かd白
カf カr ーや；

h
Awd
 

fA略的岡
山

拒否は世界の物笑い
入国自体が政治活動

明帽樹雄・
東京外国信夫
浅井基文・明治学院大学

明
長
一
学者
となっ
た
李
氏
教
授
（一π
外
務
省中
国
謀
長）

の
入
国
を
拒否
す
る理
由
は
な

査
証
は
発
給
すべ
き
で
は
な

い
。

李
民
には政
治
活
動
を
し

い。
人

宅あ
配
眼
は一
般
論

ょ
う
と
い
う
意思
は
全
く
な
い
と
し

て

は大引
だ
が 、
今回
は

が
、

日
本
には
昌
論
の自由
が
U
実だ
と思
う
。

先
の
台
間
総

あ
るか
ら
、

m
演
ぐ
ら

い
認
め
統
迎へ
の
影
舘
刀
をみ
て
も
、

るの
は
当
然
。

米
閣
が
5
月
4
李
氏が一一民
間
人だ
と
い
う

の

け
のコ

1
ネル
大
の
字
詰
抑
紀
は
熊
閣
があ
る。
台
間
当
M
も

念
館
開
幕
式
典へ
の
参加
を
認
訪
H
砕｝後
押し
し

て
お
り
、入一一

い
ずれ
も
社説
で私
の
訪
日
を

め
るの
は
確
実だ。
臼
本
が
対

問自体
が政
治
活
動
と
み
なさ一

中
閉
店
だ
け
を
握
に入
埋
れ
る。
入
闘
を
認
め
れ
ば政

竺
支
持
し

て
い
る」

恒
百
すれ
ば
、

同際
社
会の
物
分
離
仰
則が
、

な
し
崩
し
にな一

台
間
の
李
む
間
前
総統は
店

突
い
にな
る。

る
危
険
があ
る。

一
日

の
緊
急
会見
で 、
日本政

府

｜＠印は秀逸
（仲畑貴志選）万能川柳中圏外務省
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